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支
那
歴
代
の
叛
矧
中
で
、
宗
教
上
の
異
端
邪
流
の
徒
が
民
衆
ぞ
煽
動
教
唆
し
て
、
数
々
王
朝
の
倒
壊
を
招
来
す
る
や
ぅ
な
大
乱
を

砿
成
し
た
こ
と
は
、
漢
末
の
黄
巾
。
元
末
の
紅
巾
、
清
末
の
白
蓮
、
太
平
天
幽
，
義
和
團
匪
な
ど
の
例
に
よ
っ
て
人
々
の
よ
く
知
る

所
で
あ
る
。
価
で
歴
代
の
爲
政
者
は
こ
れ
ら
の
異
端
邪
宗
門
の
發
生
や
流
布
に
對
し
て
極
度
に
榊
經
を
悩
ま
し
‘
厳
重
な
弾
唾
や
取

締
を
之
に
加
へ
て
凱
源
を
未
萠
に
塞
ぐ
と
い
ふ
政
策
を
持
綾
し
て
来
た
も
の
で
あ
る
。

明
律
集
解
附
例
、
祭
祀
律
の
條
に
は
、

凡
師
巫
、
假
二
降
邪
脚
、
書
符
，
兇
水
。
扶
驚
、
祷
聖
毛
自
號
二
端
公
、
太
保
、
師
婆
屯
及
妄
糯
二
彌
勒
佛
、
白
蓮
祉
、
明
尊
敬
、

向
雲
宗
等
會
毛
一
應
二
左
道
飢
正
之
術
毛
或
隠
二
減
岡
像
毛
焼
香
集
會
。
夜
聚
暁
散
。
作
修
二
善
事
心
扇
二
惑
人
民
屯
癖
呼
首
者
絞
。

鰯
し
從
者
各
杖
一
百
。
流
三
千
里
。

と
い
ふ
邪
教
禁
止
の
明
文
が
あ
ゐ
。
此
の
中
に
描
け
た
彌
勒
佛
，

以
来
の
支
那
近
世
史
上
で
、
屡
々
叛
飢
を
起
し
て
國
家
卒
倒
し
、

宋
元
時
代
の
白
雲
宗
門

流
三
千
里
。

宋
元
時
代
の
白
雲
宗
門

－

I
h

白
蓮
杜
（
白
蓮
教
）
，
明
歓
教
（
嘩
尼
教
）
な
ど
の
異
端
宗
門
が
唐
末

祗
會
を
剛
し
た
↓
）
と
は
、
支
那
史
を
読
む
者
の
一
般
に
知
悉
せ
ら

三
九

重
松
俊
章
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I

此
の
宗
の
起
源
は
北
宋
の
末
期
で
、
そ
の
興
起
の
顛
末
や
開
宗
常
時
の
官
僚
、
教
敵
の
迫
害
な
ど
に
つ
い
て
は
宋
沙
門
良
渚
（
宗

鑑
）
の
樺
門
正
統
や
同
、
志
碆
の
佛
岨
統
紀
‐
或
は
元
倫
覺
岸
の
輝
氏
稽
古
や
元
史
等
に
断
片
的
で
は
あ
る
が
多
少
の
文
献
が
散
見

し
て
ゐ
る
・
今
是
等
の
材
料
に
よ
り
初
に
先
づ
宗
帆
清
斑
の
傅
紀
や
開
教
の
状
態
を
述
べ
る
。

牒
門
正
統
（
巻
四
）
や
佛
岨
統
紀
（
巻
四
十
七
）
な
ど
に
よ
る
と
此
の
宗
の
開
創
は
北
宋
徽
宗
の
大
槻
二
年
（
西
紀
二
○
八
）
に
西
京

（
河
南
）
蜜
應
寺
の
僧
清
路
か
抗
州
の
白
雲
庵
に
擦
っ
て
、
佛
經
に
依
倣
し
て
、
四
果
十
地
を
立
て
、
大
小
雨
乘
を
分
ち
‐
宗
諭
数
篇

を
造
っ
て
之
を
流
俗
に
傳
へ
た
こ
と
に
始
ま
《
・
常
時
其
の
徒
は
宗
租
清
兇
を
白
雲
和
上
と
云
ひ
、
そ
の
教
門
を
白
雲
宗
（
叉
は
十

地
菜
）
と
呼
び
、
専
ら
榔
宗
を
教
敵
と
し
て
一
〃
些
排
螺
す
る
こ
と
に
努
め
た
の
で
、
覺
海
愚
禰
師
を
始
め
、
禰
門
僧
侶
等
の
烈
し
い

反
對
に
遊
っ
て
、
遂
に
時
の
政
府
か
ら
異
端
邪
流
の
徒
と
見
倣
さ
れ
？
清
攝
は
之
に
よ
り
南
恩
州
（
今
の
廣
東
省
江
陽
縣
）
に
流
諦

さ
る
上
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ｕ

元
僧
蝿
岸
の
繰
氏
稽
古
略
（
巻
四
）
は
白
雲
宗
阻
清
兇
の
行
状
や
開
宗
の
始
末
な
ど
に
つ
い
て
可
な
り
詳
細
な
記
述
を
遥
し
て
ゐ
る

が
、
之
に
よ
る
と
清
墨
は
正
に
立
派
な
一
個
の
堂
々
の
大
師
と
し
て
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
ｕ
即
ち
、
攝
岸
の
記
す
る
虚
に
よ
る
と
清
晃

は
號
を
本
然
と
云
ひ
、
宋
仁
宗
慶
暦
三
年
十
月
二
十
二
日
に
洛
京
登
封
縣
の
孔
氏
の
家
に
生
れ
、
孔
子
五
十
二
世
の
孫
に
常
ろ
。
そ

の
曾
祗
高
勅
は
五
代
の
梁
唐
二
朝
に
歴
事
し
て
，
後
唐
の
同
光
年
間
に
は
襄
州
．
澤
濫
、
河
陽
等
の
節
度
使
と
な
り
．
官
、
太
子
太

師
に
ま
で
叙
せ
ら
れ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
父
は
訴
と
云
ひ
・
進
士
に
し
て
隠
徳
を
積
み
、
母
は
崔
氏
の
出
身
で
あ
る
・
・
清
攝
の

宋
元
時
代
の
白
雲
宗
門
四
○

所
で
あ
る
が
，
猫
，
白
雲
宗
に
至
つ
て
は
か
上
る
大
乱
を
惹
起
す
る
の
機
會
が
な
か
っ
た
だ
け
に
，
極
め
て
少
数
専
門
家
の
外
は
，

此
の
宗
門
の
歴
史
に
關
心
を
有
っ
者
が
な
い
状
態
で
あ
る
。
之
れ
余
が
此
虚
に
、
一
小
禰
を
草
し
て
識
者
の
叱
正
を
乞
ふ
所
以
で
あ

ろ
。



、

幼
時
は
一
般
儒
生
に
見
る
が
如
く
，
穎
悟
に
し
て
儒
術
を
學
ぴ
，
郷
畢
に
應
じ
て
秀
才
に
も
畢
け
ら
れ
た
が
．
祁
宗
の
熈
寧
二
年
，

法
華
經
の
播
閲
に
よ
っ
て
脱
併
の
志
を
起
し
、
途
に
汝
州
龍
門
山
蛮
唯
寺
の
海
慧
大
師
の
川
に
入
っ
て
剃
染
出
家
す
る
こ
と
Ｌ
な
っ

た
。
然
る
に
共
後
．
師
の
許
を
僻
し
て
雲
水
の
族
に
川
で
，
嘉
州
峨
咽
山
の
千
歳
和
尚
に
就
學
し
、
次
い
で
准
西
箭
州
（
安
慶
路
）
の

浮
山
に
遊
ん
で
，
此
の
地
の
太
守
縦
に
庵
を
結
び
宴
座
靜
槻
の
生
活
を
管
む
こ
と
二
十
年
に
及
ん
だ
そ
う
で
あ
る
。

か
く
て
押
宗
の
元
祓
七
年
始
め
て
市
を
指
し
て
漸
江
に
遊
び
、
翌
年
杭
州
の
名
刹
雛
隠
寺
に
米
っ
て
、
當
時
禅
門
の
互
匠
の
一
人

で
あ
る
凹
明
砿
童
抑
帥
但
の
庇
謹
に
よ
り
、
雛
倦
寺
背
後
の
白
雲
庵
に
刊
錫
し
て
，
こ
Ｌ
で
始
め
て
立
教
開
宗
の
法
橦
を
剛
す
こ
と

と
な
っ
た
。
彼
の
宗
門
が
白
雲
宗
と
呼
ぱ
る
＆
所
以
は
全
く
此
の
住
施
の
名
に
因
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
併
し
彼
は
間
も
な
く
此
の
白

雲
庵
を
去
っ
て
餘
杭
に
移
り
，
瀧
川
山
に
擦
っ
て
禰
地
庵
を
誉
み
、
此
虚
で
法
筵
を
開
い
た
が
、
徽
宗
の
崇
寧
三
年
は
銭
塘
の
六
和

塔
開
化
寺
に
來
っ
て
典
の
背
後
の
紫
雲
庵
に
卓
錫
し
て
新
宗
教
の
立
傳
布
教
に
努
め
た
。
然
る
に
偶
々
此
頃
宋
徽
宗
は
林
霊
素
等
の

逝
士
の
言
に
惑
ふ
て
道
教
ぞ
篤
信
し
て
之
発
図
教
と
な
し
，
排
佛
殴
櫟
の
運
動
を
起
し
た
の
で
、
清
蝿
は
證
宗
論
、
三
教
諭
，
十
地

歌
な
ど
を
造
っ
て
之
に
對
抗
し
つ
Ｌ
そ
の
宗
旨
の
宣
仰
に
努
力
し
た
の
で
あ
っ
た
。
か
く
て
徽
宗
の
大
槻
元
年
に
は
更
に
湖
州
師
安

に
布
激
し
て
そ
の
地
の
千
余
市
に
十
地
庵
ぞ
建
て
，
次
い
で
烏
程
の
蕃
山
に
樽
じ
て
，
此
虚
に
出
塵
庵
を
醤
ん
で
法
益
老
弘
め
た
。

か
比
ろ
間
に
彼
は
再
び
教
徒
の
求
に
雁
じ
て
銭
蛎
に
肺
り
，
曾
て
以
前
に
法
華
經
老
誌
じ
て
ゐ
た
こ
の
地
の
派
濟
毒
に
住
し
て
四
果

十
地
の
新
宗
旨
を
布
教
し
て
ゐ
た
が
、
偶
々
諦
宗
論
が
朝
政
に
杵
ふ
も
の
と
し
て
忌
者
の
鰯
め
に
官
に
訟
へ
ら
れ
た
の
で
、
政
和
六

年
非
せ
ら
れ
一
Ｌ
、
途
に
既
南
恩
州
（
厩
束
江
陽
縣
）
に
編
蹴
の
憂
目
を
見
る
こ
と
Ｌ
な
っ
た
。
併
し
宣
和
二
年
に
そ
の
弟
子
政
布
等
十

人
が
京
師
（
杭
州
）
に
詣
っ
て
清
斑
の
冤
罪
を
状
陳
し
た
の
で
‐
之
が
鰯
め
に
、
翌
年
七
月
恩
赦
の
命
に
接
す
る
こ
と
を
得
た
が
、
永

年
の
叩
鐵
生
活
が
崇
つ
た
も
の
か
，
そ
の
年
九
月
二
十
六
日
、
恩
州
で
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
輝
氏
稽
古
略
に
よ
る
と
こ
の
時
世
壽
七

宋
元
昨
代
の
白
雲
宗
門
四
一

I



宋
元
時
代
の
白
雲
宗
門
，
四
二

十
九
ｏ
价
臘
五
土
一
夏
。
と
あ
る
が
、
仁
宗
慶
暦
三
年
か
ら
徽
宗
宣
和
三
年
ま
で
は
八
十
六
年
で
あ
る
か
ら
法
臘
の
五
十
二
夏
は
兎

も
角
も
，
仙
誇
七
十
九
と
あ
る
ろ
の
は
撮
岸
の
記
憶
の
談
で
あ
ら
う
。
清
礎
の
長
逝
と
共
に
弟
子
慧
能
は
遺
命
に
よ
っ
て
、
青
莉
五

年
二
月
に
。
、
其
の
迩
骨
や
舎
利
を
餘
杭
南
山
に
歸
葬
し
て
、
こ
工
を
向
雲
山
脊
安
寺
（
後
・
普
寧
寺
と
呼
ぶ
）
と
改
稀
し
唱
是
と

と
も
に
清
礎
の
迩
弟
等
は
師
の
舎
利
を
生
前
掛
錫
の
地
で
あ
っ
た
徳
清
の
龍
山
．
超
山
、
方
山
，
乾
兀
山
、
及
ひ
肺
安
の
巌
山
な
ど

に
分
葬
し
た
。
是
等
の
地
は
，
其
後
い
つ
れ
も
白
雲
教
徒
に
よ
っ
て
祁
聖
な
雛
地
、
遺
砿
と
し
て
尊
ば
れ
、
多
く
は
宗
腿
の
嬢
廟
や

寺
庵
が
建
て
ら
れ
た
や
う
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
宗
門
は
主
に
、
か
々
ろ
娠
地
の
多
く
散
布
せ
る
、
漸
右
の
地
方
に
隆
朧
を
見
る
や

う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

の
元
史
姪
一
七
八
、
王
結
傳
を

先
昨
称
し
罪
者
。
北
人
則
徒
二

聴
レ
還
二
其
郷
や
因
蕃
倦
し
令
。

Ｌ
』
あ
あ
。
之
は
主
に
元
代
の
事

Ｌ
』
あ
あ
。
之
は
主
に
元
代
の
事

王
結
傳
荘

〔
注
解
〕

以
上
は
向
雲
宗
の
開
祀
清
尭
の
立
宗
開
教
に
閥
す
る
顛
末
で
あ
る
が
、
此
の
宗
門
の
教
理
や
教
囲
組
織
な
と
に
開
し
て
は
不
幸
に

Ｆ
万
い
て
述
・
へ
た
↓
の
で
は
あ
り
、
１
が
、
流
荊
の
場
合
に
北
人
な
れ
ば
廣
南
（
微
南
）
に
移
し
．
商
人
な
れ
ば
遼

虹
に
移
す
と
い
ふ
風
は
既
に
宋
代
か
ら
↓
そ
の
通
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
孔
清
琵
は
汝
州
登
封
脾
の
人
で
、
明
か
に
北
人
で
あ
み
か
ら
、
輝
氏
糯

古
略
に
編
二
官
順
南
恩
州
ゞ
と
あ
ろ
は
正
し
く
し
て
佛
祁
統
紀
に
坐
流
一
恩
州
一
と
あ
る
恩
州
は
北
方
の
恩
州
（
宋
時
の
北
恩
州
は
今
の
河
北
行
の

清
河
僻
附
近
）
で
は
た
く
し
て
、
南
恩
州
ハ
脹
束
江
陽
蛎
附
近
ど
韮
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
問
逵
は
な
い
。

鋤
蠅
醗
寺
の
Ⅲ
明
正
童
祁
師
の
事
は
擬
似
燈
蝿
（
巻
十
己
に
も
見
え
て
ぬ
る
。

見
ろ
と

十
キ
ノ

北
人
則
徒
一
廣
南
毛
南
人
則
錐
遼
東
↓
去
γ
家
萬
里
。
往
往
逝
死
。
緒
、
誌
更
一
及
法
梨
移
一
郷
者
↓
止
二
千
里
外
↓
改
レ
遡

二



し
て
徴
證
す
べ
き
文
献
が
な
い
。
併
し
良
渚
（
樺
門
正
統
巻
四
）
や
志
磐
（
佛
岨
統
紀
巻
四
十
七
）
な
ど
に
よ
る
と
い
清
覺
は
立
二
四
果

十
地
毛
以
分
二
大
小
雨
乘
毛
掌
一
論
數
篇
む
傅
二
於
流
俗
屯
と
あ
る
が
、
四
采
は
佛
教
で
は
裳
聞
乘
の
聖
果
の
差
別
で
あ
り
、
十
地
は
大

乗
に
於
け
る
菩
薩
の
佛
道
誇
修
の
階
段
の
一
で
あ
る
。
是
等
の
四
果
十
地
の
二
麺
の
法
が
白
雲
宗
の
教
義
に
於
て
如
何
な
る
關
係
に

立
っ
て
ゐ
た
も
の
か
．
単
に
名
榊
の
羅
列
で
け
で
は
全
く
判
断
一
Ｌ
苦
む
課
で
あ
る
。
併
し
，
此
の
宗
が
祁
を
排
斥
す
る
鮎
や
．
朝
夕
十

地
歌
な
ど
を
高
咄
し
、
大
乘
十
地
の
菩
薩
の
三
味
に
住
し
て
利
他
の
業
に
精
進
し
‐
食
肉
輩
酒
を
避
け
、
吃
菜
躬
耕
の
簡
易
生
活
を

奨
め
る
鮎
な
ど
を
併
せ
老
ふ
る
時
は
、
當
時
教
門
の
方
面
で
一
大
勢
力
を
有
っ
て
ゐ
た
天
姦
宗
の
教
系
を
引
け
ろ
‐
頗
る
現
實
生
活

に
即
し
た
戒
律
宗
の
一
睡
で
後
に
述
・
へ
る
如
く
有
髪
の
優
婆
塞
宗
門
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
尤
も
清
児
自
身
の
本
来
の
宗
籍
も
亦
明
か

で
な
い
が
，
彼
が
開
宗
當
時
に
、
江
南
地
方
の
祁
門
の
互
刹
た
る
杭
州
撫
隠
寺
に
來
り
，
回
明
童
祁
師
に
倍
っ
て
白
雲
庵
に
住
む
｜
）

と
を
許
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
老
え
る
と
彼
の
前
身
は
恐
ら
く
祁
家
の
僧
侶
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

次
に
白
雲
宗
の
根
擴
地
や
そ
の
所
馬
の
寺
庵
な
ど
を
老
ふ
る
に
．
佛
岨
統
紀
（
巻
四
十
九
）
に
よ
る
と
，
南
宋
寧
宗
嘉
泰
二
年
に
餘

杭
南
山
、
妾
庵
の
道
此
沈
秤
兀
が
宋
の
朝
廷
に
勅
額
下
賜
の
請
願
を
な
し
た
記
事
が
あ
る
ｃ
此
時
宋
の
廷
臣
は
之
に
反
對
し
て
智
元

偽
災
之
魁
。
左
逝
惑
修
衆
。
撲
二
之
閏
法
七
罪
不
レ
可
し
勝
し
珠
。
と
い
っ
て
ゐ
る
。
叉
、
元
史
仁
宗
紀
泥
｝
よ
る
と
江
南
白
雲
宗
總
搬
が

あ
り
、
宋
朝
か
ら
柴
稚
大
夫
司
杢
の
官
圃
を
授
け
ら
れ
た
が
、
後
姦
悪
の
行
が
あ
っ
て
朝
廷
か
ら
制
せ
ら
れ
た
記
事
が
あ
る
。
此
の

允
史
に
兄
え
た
白
雲
余
總
搬
の
沈
明
仁
は
佛
岨
統
紀
に
出
て
ゐ
る
侭
民
（
白
雲
宗
迩
民
）
之
魁
と
潟
ら
れ
た
餘
杭
南
山
白
霊
庵
の
沈
智

元
の
Ｍ
族
で
．
恐
・
吟
く
共
の
後
繼
背
の
一
人
で
あ
ら
う
と
老
』
え
ら
ろ
１
か
ら
、
白
雲
宗
總
避
即
管
長
）
の
擦
れ
る
同
宗
の
本
山
と
目

ず
へ
き
地
は
除
杭
の
南
山
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
か
ろ
の
で
あ
る
。
此
の
寺
は
既
に
前
に
述
べ
た
如
く
、
此
の
宗
の
開
租
清
礎
が
配
所

で
痩
し
た
時
に
。
↓
ぞ
あ
弟
子
悉
能
が
迩
丹
や
介
利
今
ぞ
師
非
し
た
と
い
ふ
大
普
寧
寺
の
こ
と
で
、
之
が
其
後
宗
岨
埋
骨
の
鍵
地
と
し
て

朱
・
亜
時
代
の
白
墾
求
門
四
三

I



宋
元
昨
代
の
白
雲
宗
門
四
四

特
に
此
宗
の
本
山
に
選
ば
れ
た
も
の
と
見
え
る
。
而
し
て
此
寺
は
清
兇
が
開
宗
傲
時
、
一
時
掛
錫
し
て
ゐ
た
杭
州
薙
應
寺
後
山
の
白

雲
庵
と
は
自
か
ら
別
佃
の
地
で
は
あ
る
が
、
消
蝿
股
後
、
内
雲
宗
の
根
擴
地
と
な
っ
た
關
係
か
ら
、
そ
の
教
徒
に
よ
っ
て
白
雲
庵
と

名
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
叉
、
此
の
寺
孝
一
餘
杭
龍
門
山
な
ど
と
呼
ぶ
の
は
、
恐
ら
く
清
尭
が
始
め
て
入
道
州
家
し
た
洛
陽
龍

門
山
変
唯
寺
に
側
ん
で
附
け
ら
れ
た
名
稲
で
あ
ら
う
。
而
し
て
此
の
蒋
寧
寺
は
元
初
（
十
三
四
世
紀
の
交
）
に
は
白
雲
宗
の
本
山
た
る

と
と
も
に
叉
江
南
地
方
の
佛
教
教
學
の
淵
叢
地
と
な
っ
て
ゐ
た
も
の
と
見
え
、
元
の
成
宗
大
徳
年
間
に
は
此
虚
で
元
藏
が
出
版
せ
ら

れ
て
ゐ
る
。
縮
刷
賊
經
目
録
部
（
紬
峡
八
）
を
見
る
と
元
成
宗
大
徳
三
年
己
刻
歳
臘
月
の
日
附
あ
る
此
寺
の
比
丘
如
筆
の
魎
序
あ
る
大

蒋
寧
寺
大
藏
經
目
録
（
四
巻
）
が
收
載
せ
ら
れ
、
そ
の
表
題
に
は
杭
洲
路
餘
杭
縣
．
白
雲
宗
南
山
大
普
寧
寺
大
藏
經
目
録
と
あ
り
，
其

の
末
尾
に
は
営
時
こ
の
元
赦
の
校
勘
者
と
し
て
奉
口
峨
媚
山
崇
聖
寺
仰
天
台
宗
教
比
丘
師
正
の
名
が
明
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
嘗
て
，
白

雲
宗
の
開
岨
清
斑
が
就
學
し
た
と
い
”
《
嘉
州
峨
峪
山
の
千
歳
和
尚
と
い
ふ
の
は
此
の
崇
聖
寺
師
正
等
の
法
脈
に
馬
す
る
天
台
宗
の
巨

匠
で
は
な
か
っ
た
ら
う
か
。
果
し
て
然
り
と
す
れ
ば
余
が
前
に
述
、
へ
た
如
く
白
雲
宗
の
開
組
清
攝
の
法
統
が
教
門
の
台
宗
か
ら
出
た

も
の
で
な
い
か
と
の
推
測
が
的
中
す
る
課
で
あ
る
。

因
に
此
の
元
職
目
録
の
末
に
、
白
雲
和
尚
初
學
記
、
白
雲
和
尚
正
行
集
の
二
部
が
收
録
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
之
は
此
の
元
藏
編
瞬
の

・
際
に
、
大
普
寧
寺
の
如
螢
等
が
，
白
雲
宗
阻
清
蝿
（
白
雲
和
尚
）
の
著
書
文
集
を
特
に
此
虚
に
收
載
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

白
雲
宗
に
は
其
の
本
山
た
る
餘
杭
南
山
大
普
寧
寺
の
外
に
も
澤
氏
稽
古
略
に
よ
る
と
、
崇
徳
の
甑
山
，
松
林
，
善
住
な
ど
は
清
受

在
世
中
の
行
這
の
地
で
あ
り
、
徳
清
の
龍
山
、
超
山
．
方
山
‐
乾
元
山
や
歸
安
の
巌
山
な
ど
は
彼
の
舎
利
分
葬
の
地
で
あ
る
と
い
へ

ば
、
之
等
の
霊
地
遥
蹟
に
は
必
ず
白
雲
宗
の
雛
廟
寺
庵
の
類
か
存
澄
さ
れ
て
ゐ
た
も
の
と
恩
は
れ
る
。
此
の
他
。
清
攝
在
世
中
の
韓

法
の
地
で
あ
る
，
杭
の
白
雲
庵
を
始
め
、
銭
塘
の
紫
雲
庵
、
烏
程
の
出
塵
庵
な
ど
も
白
雲
宗
這
民
の
崇
仰
措
か
ざ
る
霊
蹟
の
一
と
な



〃

っ
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
が
、
宋
の
周
密
の
武
林
奮
事
の
杭
州
葛
議
の
條
下
を
見
る
と
，
萬
壽
寺
と
い
ふ
寺
が
あ
っ
て
そ
の
下
に
著
者
か

注
し
て
南
山
白
雲
宗
建
と
し
て
ゐ
る
か
ら
や
白
雲
宗
徒
が
各
地
に
管
造
し
た
寺
廟
私
庵
の
類
は
猫
，
覺
岸
の
稽
古
略
に
見
え
た
も
の

．
○
○
○
○
○
○
○
○

白
雲
宗
總
擁
所
膨
統
。
江
南
鰯
し
僧
之
有
髪
者
。
不
修
養
二
父
母
毛
避
レ
役
損
し
民
。
乞
追
二
收
所
レ
受
璽
害
銀
印
幻
勒
還
二
民
籍
如
從
し
之
。

罷
二
總
統
所
及
各
虚
僧
録
、
僧
正
、
都
網
司
屯
凡
僧
人
訴
訟
悉
歸
二
有
司
毛

と
い
ふ
明
文
が
あ
る
。
此
の
時
の
白
雲
宗
總
撒
は
元
史
仁
宗
紀
に
よ
・
っ
て
見
る
と
沈
明
仁
に
し
て
、
彼
は
仁
宗
延
肺
二
年
に
榮
祗
大

夫
司
室
の
榮
職
に
柿
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
‘
此
虚
に
魏
書
銀
印
と
あ
ろ
ば
司
筌
の
印
璽
に
相
常
し
て
柑
時
沈
明
仁
の
帯
ぶ
る
虎
の
者

で
あ
る
。
此
の
文
に
よ
る
と
、
此
時
，
彼
は
印
璽
を
擁
奪
さ
れ
て
民
籍
に
遼
細
せ
ら
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
彼
の
部
下
に
厨
す
る
有
髪

僧
も
亦
民
籍
に
還
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
是
に
よ
っ
て
兄
れ
ぱ
有
髪
僧
が
遊
民
で
あ
る
鞭
が
明
か
な
る
の
み
な
ら
ず
、
白
雲
宗
の
総
搬

た
る
沈
智
元
す
ら
も
有
髪
の
道
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
此
の
文
の
前
後
の
脈
絡
に
よ
っ
て
推
測
し
得
ら
る
＆
や
ぅ
で
あ
る
。
叉
，
元
史

仁
宗
紀
延
茄
七
年
の
條
に
も
、

宋
元
代
の
畔
白
雲
宗
門
四
五

次
に
此
の
宗
民
の
教
團
生
活
の
一
班
を
考
察
す
る
。
此
に
就
い
て
第
一
に
注
意
す
べ
き
は
道
民
と
い
ふ
者
の
性
質
で
あ
る
。
換
言

す
れ
ば
遁
民
と
稲
す
る
者
は
果
し
て
剃
髪
染
衣
の
沙
門
で
あ
る
か
、
或
は
素
服
烏
帽
の
優
婆
塞
の
類
で
あ
る
か
と
い
ふ
事
で
あ
る
。

志
磐
の
佛
瓶
統
紀
（
巻
四
十
九
）
に
よ
る
と
．
元
の
仁
宗
延
祓
七
年
の
御
史
台
臣
の
白
雲
道
民
弾
劾
の
文
が
減
せ
て
あ
る
。
之
に
よ
る

ル
ー

､

上
み
に
限
ら
れ
な
い
様
で
あ
る
。

一
一
一



宋
元
時
代
の
白
雲
宗
門
四
六

白
雲
宗
總
織
沈
明
仁
爲
二
不
法
屯
坐
罪
。
詔
籍
二
江
南
胃
爲
白
雲
僧
者
心

と
あ
る
。
此
虚
に
胃
爲
白
雲
僧
と
あ
る
も
の
が
此
の
文
字
使
用
の
上
よ
り
推
察
し
て
白
雲
遊
民
な
る
事
は
明
か
で
あ
る
か
ら
，
沈
智

元
が
白
雲
僧
と
記
さ
れ
て
ゐ
ろ
と
も
有
髪
の
道
民
と
異
っ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
既
に
白
雲
宗
の
僧
侶
即
道
民
が
優
婆
塞
の
類
で

あ
り
と
す
る
と
之
は
吃
茱
避
輩
、
妻
帯
ぞ
禁
ぜ
ろ
戒
律
の
頗
る
厳
格
な
ろ
宗
旨
た
る
鮎
に
於
て
我
が
國
醍
醐
三
寳
寺
派
の
山
伏
（
修

験
道
）
に
類
し
て
ゐ
た
や
う
で
あ
る
。
い
づ
れ
に
し
て
も
斯
の
如
く
白
雲
宗
の
道
民
は
有
髪
の
道
人
に
し
て
佛
教
の
淨
業
に
精
進
す

る
宗
教
團
鵠
に
外
な
ら
ぬ
。
。

然
ら
ば
是
等
の
道
民
の
修
道
の
方
法
や
日
常
生
活
の
状
態
は
ど
う
か
。
志
磐
の
佛
組
統
紀
（
巻
四
十
九
、
五
十
五
）
に
於
て
引
用
せ

る
南
宋
寧
宗
時
代
の
宋
朝
廷
臣
の
白
雲
道
民
弾
劾
の
文
を
見
る
に
，

道
民
者
。
遊
堕
不
暹
。
喫
菜
事
廊
。
所
謂
好
民
者
也
。
自
植
二
蕪
盟
毛
十
百
鰯
し
群
。
挾
二
持
妖
教
毛
聾
書
愚
民
毛
或
以
二
修
路
建

橋
一
爲
レ
名
。
或
倣
二
調
經
焚
香
一
爲
レ
會
・
夜
聚
暁
散
。
男
女
無
し
別
。
所
鯵
至
各
有
二
渠
魁
一
相
統
。
遇
し
有
二
詳
訟
屯
合
謀
井
力
。
厚

唆
二
青
吏
↓
志
在
二
必
勝
屯
假
二
名
興
造
屯
自
豐
二
嚢
一
黍
創
二
置
私
庵
毛
以
爲
二
通
逃
淵
叢
屯

と
あ
る
。
此
の
文
は
當
時
の
廷
臣
が
白
雲
宗
主
の
沈
智
元
を
弾
劾
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
，
白
雲
宗
徒
ぞ
敵
覗
せ
る
官
僚
の
言
と
し

て
多
少
の
誇
張
や
証
問
は
あ
る
と
し
て
も
、
當
時
の
白
雲
遁
民
の
大
鰐
の
資
状
を
傅
ふ
ろ
も
め
と
見
て
よ
い
。
此
の
中
、
特
に
注
意

す
べ
き
は
、
當
時
の
白
雲
宗
徒
が
、

（
一
）
各
地
に
同
志
の
淨
業
團
燈
を
造
っ
て
、
各
々
そ
れ
に
渠
魁
を
戴
き
、
宗
旨
の
宣
傳
布
教
に
努
め
た
る
事
。

（
二
）
か
上
る
團
禮
員
は
比
較
的
團
結
心
弧
く
訴
訟
公
事
な
ど
の
場
合
に
は
協
力
一
致
し
て
宗
門
の
擁
護
や
團
員
の
利
害
諾
防
禦
せ

し

事
◎

｢



（
三
）
讃
經
供
養
や
淨
業
進
修
の
目
的
で
團
員
が
時
々
集
會
を
開
き
し
事
。

（
四
）
寄
附
勧
進
に
依
て
各
地
に
私
庵
を
經
管
し
、
諸
方
の
道
民
を
之
に
誘
致
牧
容
せ
し
こ
と
。

（
五
）
道
民
は
道
路
の
修
繕
、
橋
梁
の
建
築
な
ど
の
公
共
事
業
に
も
塞
力
せ
し
こ
と
。

等
の
諸
項
で
あ
ら
う
。
即
、
是
等
の
黙
を
綜
合
し
て
老
ふ
る
時
に
は
，
白
雲
宗
の
道
民
は
佛
道
修
行
の
目
的
を
以
て
自
發
的
に
一
所

に
集
っ
た
克
己
禁
欲
の
淨
業
團
龍
で
，
そ
の
集
團
生
活
の
中
心
は
本
山
を
始
め
、
宗
岨
の
遺
蹟
や
霊
地
に
散
在
せ
る
私
庵
の
類
で
あ

っ
た
ら
し
い
。
而
し
て
其
の
經
濟
生
活
は
こ
れ
ら
の
私
庵
に
附
属
せ
る
土
地
を
共
同
に
耕
作
し
て
自
給
自
足
の
生
活
を
誉
ん
で
ゐ
た

や
う
で
あ
る
。
か
Ｌ
ろ
意
味
か
ら
考
へ
る
と
道
民
な
る
も
の
は
白
雲
宗
の
寺
庵
に
属
す
る
一
種
の
寺
附
農
民
、
寺
有
農
奴
で
あ
る
と

も
見
ら
れ
理
）
と
い
な
い
。
勿
論
か
上
る
道
民
中
に
は
信
仰
が
主
で
な
く
軍
に
生
活
糊
口
の
爲
に
假
に
道
民
と
な
っ
て
ゐ
ろ
者
も
あ

ｊ
り
⑫
、
．
或
は
自
己
の
所
有
地
を
無
税
復
役
の
特
權
あ
る
白
雲
宗
門
の
巨
刹
に
寄
進
依
托
し
て
自
か
ら
道
民
佃
戸
な
ど
の
名
を
冒
し
て

課
税
賦
役
を
見
か
ろ
Ｌ
と
い
ふ
好
民
も
少
か
ら
ず
出
て
来
る
や
フ
に
な
っ
た
ら
し
い
。
前
に
引
用
し
た
南
宋
寧
宗
時
の
廷
臣
の
白
雲

α

宗
道
民
疏
劾
文
の
末
尾
に
、

寄
二
居
勢
家
心
認
爲
二
己
産
認
蓋
庇
執
占
。
臺
諌
指
し
名
。
以
奏
。

と
あ
る
の
を
見
る
と
、
之
は
常
時
白
雲
宗
の
道
民
（
沈
智
元
）
等
が
勢
家
権
門
と
結
托
し
て
自
己
の
所
有
地
を
之
に
寄
托
し
、
功
徳
院

の
類
と
な
し
て
，
脱
税
免
役
の
不
正
行
爲
を
敢
行
し
て
ゐ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

叉
元
史
・
仁
宗
紀
、
延
祓
六
年
の
條
を
見
る
に
、

中
書
省
臣
言
。
白
雲
宗
總
嚇
沈
明
仁
。
握
二
奪
民
田
二
萬
頃
毛
証
二
誘
懲
俗
一
十
萬
人
。
私
賂
二
近
侍
屯
妄
受
二
名
爵
幻
己
奉
レ
旨
追

中
書
省
臣
言
。
白
雲
宗
總
搬
沈
明
仁
。

奪
。
請
汰
二
其
徒
弛
還
二
所
砂
奪
民
田
毛

宋
元
時
代
の
白
雲
宗
門

四
七

0
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一

と
い
っ
て
ゐ
ろ
の
も
，
事
奮
は
榮
藤
大
夫
司
室
の
榮
爵
を
有
す
る
沈
明
仁
が
そ
の
勢
力
を
利
用
し
て
道
民
の
所
有
田
地
の
依
托
を
受

け
、
こ
れ
を
無
税
地
と
し
て
更
に
道
民
に
耕
作
せ
し
め
る
と
い
ふ
姦
悪
の
行
が
官
逢
に
暴
露
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。

佛
教
の
勢
力
が
寓
能
の
時
代
に
あ
り
て
は
寺
領
は
概
ね
無
税
に
し
て
、
之
に
件
ふ
て
儒
役
も
尭
除
さ
る
入
と
い
ふ
の
が
殆
ど
原
則

と
さ
れ
て
ゐ
た
、
北
宋
の
諸
帝
后
妃
を
始
め
、
元
勲
相
僻
の
徒
に
は
佛
教
の
鮪
信
家
が
多
く
、
從
て
勅
額
の
寺
院
や
相
將
山
功
徳
院

（
菩
提
寺
）
な
ど
ば
概
ね
斯
様
な
特
椎
を
保
有
せ
ろ
肉
山
が
多
か
っ
た
。
然
る
に
北
宋
末
か
ら
南
宋
に
か
け
て
は
遼
金
西
夏
な
ど
の
國

際
關
係
が
蓬
だ
険
悪
に
し
て
僻
道
の
度
牒
料
ま
で
も
國
家
の
歳
入
豫
算
に
見
祇
ろ
と
い
ふ
程
、
財
政
が
窮
乏
し
て
ゐ
た
の
で
、
南
宋

の
世
に
な
る
と
前
代
か
ら
の
由
緒
あ
る
勅
額
の
名
山
互
刹
な
ど
の
外
は
概
ね
寺
院
の
所
領
に
も
租
税
賦
役
を
課
し
た
が
、
そ
れ
で
も

王
侯
相
將
の
功
徳
院
な
ど
は
大
低
課
税
樒
役
を
兎
か
れ
て
ゐ
た
も
の
が
少
か
ら
ず
、
中
に
は
課
税
を
苑
か
れ
ん
が
爲
め
に
樅
門
要
路

と
結
托
し
て
功
徳
院
の
名
を
籍
り
、
却
て
之
等
の
詠
求
剥
削
に
苦
む
と
い
ふ
寺
院
も
あ
っ
た
。
是
等
に
つ
い
て
は
志
磐
の
佛
阻
統
紀

（
巻
四
十
，
四
十
七
、
四
十
九
）
な
ど
に
そ
の
弊
毒
が
痛
論
せ
ら
れ
て
ゐ
ろ
。
か
上
る
免
税
復
役
の
特
権
を
有
す
る
寺
院
は
叉
一
方
に

於
て
民
田
を
寄
進
の
名
に
よ
っ
て
收
納
し
て
，
そ
の
賛
際
の
所
有
主
と
結
托
し
て
公
然
の
脱
税
を
敢
て
す
る
と
い
ふ
弊
風
を
生
ず
る

こ
と
Ｌ
な
っ
た
。
南
宋
中
期
に
白
雲
宗
主
の
沈
智
元
が
勅
額
の
下
賜
を
乞
ふ
た
の
も
礎
は
寺
額
免
租
の
パ
ス
〃
得
ん
と
す
る
下
心
に

外
な
ら
ぬ
も
の
で
な
い
か
。
而
し
て
白
雲
宗
の
道
民
等
が
淨
業
進
修
の
名
の
下
に
餘
杭
南
山
そ
の
他
の
薙
地
に
集
ま
る
と
い
ふ
動
機

の
一
‐
つ
に
は
確
に
か
う
云
ふ
冤
役
脱
税
と
い
ふ
經
濟
的
原
因
が
伏
在
し
て
ゐ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

殊
に
元
代
に
這
入
る
と
世
旭
を
始
め
歴
代
の
帝
王
后
妃
が
佛
教
の
篤
信
者
で
あ
っ
た
爲
に
、
副
職
教
を
始
め
，
佛
教
各
宗
派
の
黄

金
時
代
を
現
出
し
、
そ
の
領
田
、
所
有
地
は
概
ね
尭
租
の
特
權
を
有
す
る
に
あ
ら
ず
ば
，
減
税
地
と
な
っ
て
ゐ
た
が
爲
め
に
（
元
史

食
貨
志
巻
九
三
）
私
田
を
寺
院
に
寄
托
し
て
租
税
徳
役
を
莞
か
れ
ん
と
す
る
不
暹
の
輩
が
前
代
よ
り
も
遙
に
増
加
し
て
來
ろ
は
常
然



～

の
勢
で
あ
る
。
元
史
の
仁
宗
紀
に
白
雲
宗
の
總
擶
沈
明
仁
が
狸
奪
民
田
二
萬
頃
。
証
誘
愚
裕
十
萬
人
な
ど
い
へ
ろ
は
正
に
そ
の
信
者

道
民
の
寄
托
せ
る
田
畝
の
額
と
來
厩
佃
戸
（
這
民
即
寺
付
農
奴
）
の
口
數
と
を
竝
畢
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
此
の
外
、
元
史
世
租

紀
や
樺
老
傳
に
、
江
准
濯
教
總
織
の
楊
蕊
眞
加
が
杭
州
宋
宮
の
遣
趾
に
塔
寺
を
菅
み
、
此
に
擦
っ
て
江
南
の
民
田
二
萬
三
千
畝
を
弧

奪
し
，
平
民
を
私
庇
し
て
公
賦
を
輪
せ
ざ
る
も
の
が
二
菖
一
千
戸
に
及
ん
だ
と
い
ふ
事
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
も
正
し
く
此
の
私
田

ｊ

寄
托
の
脱
税
行
爲
ぞ
述
べ
た
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。
旧

②
宋
僧
蚕
寧
の
僧
史
略
（
巻
下
）
大
秦
摩
尼
の
條
に
．

蓋
影
二
労
佛
教
屯
所
謂
相
似
造
也
。
或
有
二
比
丘
函
爲
二
肌
凍
一
故
。
往
々
随
し
之
效
レ
利
。

と
い
ふ
丈
が
あ
る
。
之
に
依
て
翻
る
と
貧
苦
の
健
め
に
邪
宗
門
に
依
附
す
る
者
も
少
く
な
か
つ
れ
や
う
で
あ
る
。

③
元
史
戸
巻
二
百
二
）
標
老
傳
に

嘉
木
揚
劇
勒
智
（
世
加
本
紀
之
楊
漣
興
加
）
．
．
…
恥
錘
奪
・
・
田
二
曲
三
千
畝
。
私
二
庇
平
民
一
不
ソ
輸
二
公
賦
著
。
二
蕗
三
千
戸
。

と
あ
り
、
同
書
（
巻
十
六
）
世
祁
組
、
至
元
二
十
八
年
の
條
に
は
，

宜
下
論
江
准
民
。
侍
二
總
統
謹
兵
加
力
や
不
豚
輪
し
租
者
上
。
依
咳
例
徴
輸
。

と
あ
る
な
ど
は
．
い
づ
れ
も
楊
漣
眞
加
の
蓋
庇
執
占
の
姦
悪
行
捻
転
述
曇
へ
た
も
の
で
あ
る
。

〔
注
解
〕

の
佛
罰佛
祀

に
あ
ら
ざ
る
一
證
と
な
る
で
あ
ら
う
。

統
紀
（
巻
五
十
五
）
に
よ
る
と

。
。
。
り
．
Ｏ

道
民
者
。
喫
茶
事
鐙
。
所
謂
姦
民
者
也
ｃ
既
非
二
個
道
童
行
氾
自
拡
二
然
興
↓
千
百
鍔
ｖ
群
、
云
々

と
あ
る
。
此
虚
に
既
非
・
『
潜
道
童
行
一
と
い
へ
る
は
主
と
し
て
其
の
行
健
や
形
相
に
つ
い
て
述
・
へ
た
も
の
と
忠
ぼ
ろ
ふ
か
・
的
、
之
貼
道
民
が
僧
形

宋
元
時
代
の
白
雲
宗
門

四
九

｣



夕

白
雲
宗
道
民
は
以
上
述
べ
た
如
く
，
此
の
宗
の
寺
庵
に
属
し
て
佛
道
を
勤
修
す
る
一
種
の
寺
附
農
奴
の
類
で
あ
る
が
．
そ
の
發
生

當
時
は
勿
論
，
大
乘
十
地
の
菩
薩
の
利
他
の
誓
願
に
法
と
り
、
佛
道
専
修
を
目
的
と
し
た
淨
業
の
團
艘
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。
併
し

そ
の
爲
す
虚
が
、
茅
子
元
等
の
主
椙
せ
る
白
蓮
菜
や
、
雨
漸
禰
建
各
地
の
秘
密
教
匪
で
あ
る
摩
尼
明
尊
教
徒
（
吃
菜
事
魔
の
徒
）
と
著

し
く
類
似
し
て
ゐ
た
が
爲
に
，
官
憲
や
教
敵
な
ど
か
ら
不
暹
の
好
民
と
し
て
迫
害
排
斥
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
前
に
引
用
し
た
宋

廷
臣
僚
の
弾
劾
文
に
も
道
民
者
。
遊
堕
不
暹
。
喫
茱
事
魔
。
所
謂
好
民
者
也
〕
と
か
，
或
は
挟
涛
妖
教
屯
聾
二
替
愚
俗
心
夜
聚
曉

散
。
男
女
無
し
別
と
か
、
甚
だ
し
き
に
至
っ
て
は
欲
下
下
二
臨
安
府
屯
將
二
智
突
道
民
巨
魁
）
等
一
・
重
行
二
編
窺
心
籍
二
其
物
業
氾
以
爲
中

傳
一
書
魔
法
屯
玩
二
硯
典
憲
一
者
戒
埋
と
い
っ
て
、
官
憲
か
ら
徹
底
的
に
排
斥
さ
れ
て
ゐ
る
・
猫
．
斯
様
に
官
憲
の
迫
害
ば
か
り
で
な

く
，
彼
等
は
叉
輝
宗
そ
の
他
の
教
敵
か
ら
も
排
斥
唾
迫
老
加
へ
ら
れ
、
宋
僧
良
渚
の
如
き
も
澤
門
正
統
（
斥
償
篇
）
に
於
て
，
假
二
名

佛
教
屯
以
証
二
惑
愚
俗
幻
と
か
或
は
愚
擬
誕
言
。
妄
千
二
正
道
心
と
か
云
っ
て
白
雲
宗
の
道
民
等
溌
非
難
攻
撃
し
て
ゐ
る
。

併
し
な
が
ら
南
宋
時
代
か
ら
既
に
斯
様
に
官
憲
や
彊
敵
か
ら
非
難
攻
撃
彰
受
け
迫
害
排
斥
を
蒙
む
つ
た
に
も
か
，
は
ら
ず
，
此
の

宗
門
は
道
民
の
熱
心
な
る
支
持
を
受
け
て
開
宗
以
来
、
江
南
殊
に
雨
湘
地
方
で
は
相
當
の
勢
力
を
持
績
し
來
り
，
元
代
に
な
っ
て
か

ｊ

ら
も
佛
教
隆
興
の
機
運
を
利
用
し
て
＄
巧
に
教
線
を
張
り
、
江
南
佛
教
界
の
一
大
勢
力
と
な
っ
た
ら
し
い
。
０

元
史
、
仁
宗
紀
，
延
茄
二
年
の
條
を
見
る
と
．
‐

授
二
白
雲
宗
主
沈
明
仁
。
榮
緑
大
夫
、
司
室
屯

と
い
ふ
記
事
が
見
え
る
。
司
室
は
太
尉
、
司
徒
と
共
に
三
公
の
一
で
．
漢
代
で
は
宰
相
の
一
と
し
て
實
際
政
事
に
與
っ
て
ゐ
た
が
‐

宋
元
時
代
の
白
雲
宗
門

’

四

五
○



､

と
い
ひ
心
仁
宗
亦
こ
の
請
を
容
れ
て
ゐ
る
。
即
，
こ
れ
ら
の
記
事
に
よ
っ
て
見
ろ
と
當
時
餘
杭
南
山
の
白
雲
宗
主
沈
明
仁
は
元
の
宮

廷
の
近
侍
に
贈
賄
し
て
榮
職
大
夫
司
室
と
い
ふ
榮
位
高
爵
を
受
け
、
之
に
よ
っ
て
愚
民
海
眩
惑
し
て
教
勢
を
擴
張
す
る
と
共
に
、
一

方
に
於
て
は
民
田
の
寄
托
を
受
け
て
寺
領
を
富
ま
し
、
總
攝
の
職
椛
老
濫
用
し
て
捜
に
僧
尼
を
度
し
て
そ
の
度
牒
銭
を
私
し
て
ゐ
た

も
の
で
あ
っ
た
。
仁
宗
は
か
上
る
沈
明
仁
の
非
行
の
調
査
糾
明
を
漸
江
行
省
に
命
じ
た
る
に
、
沈
は
そ
の
腹
心
の
弟
子
沈
崇
勝
を
潜

に
京
師
に
派
し
て
，
行
賄
に
よ
つ
に
官
邊
老
賓
收
し
、
そ
の
罪
を
免
れ
ん
と
し
た
が
、
之
も
漸
江
行
省
の
丞
相
，
黒
騒
に
よ
っ
て
摘

宋
元
時
代
の
白
雲
宗
門
五
一

元
代
で
は
之
に
代
る
べ
き
榧
密
中
書
御
史
臺
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
ゐ
て
．
三
公
の
職
は
元
動
功
臣
に
與
へ
て
、
榮
譽
を
表
示
す
る
殆

ど
一
種
の
室
名
に
す
ぎ
な
か
つ
・
た
が
、
而
も
か
Ｌ
ろ
最
高
の
榮
位
高
職
を
白
雲
宗
主
の
沈
明
仁
に
賜
は
っ
た
と
い
ふ
こ
と
は
此
の
宗

の
勢
力
の
比
較
的
握
大
で
あ
っ
た
こ
と
ぞ
物
語
る
も
の
で
↑
の
ら
う
。
但

併
し
か
Ｌ
ろ
白
雲
宗
の
隆
盛
は
永
く
は
つ
ぜ
か
ず
、
間
も
な
く
教
主
沈
明
仁
の
非
遠
の
行
が
朝
廷
に
暴
露
し
て
彼
は
罪
せ
ら
れ
，

そ
の
徒
は
淘
汰
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
即
ち
、
延
赫
四
年
の
勅
に
は

禁
二
總
擶
沈
明
仁
所
侃
司
室
印
幻
母
ｙ
移
二
文
有
司
心

と
あ
っ
て
司
室
の
印
を
濫
用
し
て
有
司
に
移
牒
し
各
種
の
非
行
を
途
ぐ
ろ
こ
と
が
出
来
な
い
事
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
，
引
つ
置
い

て
延
祓
六
年
十
月
に
は
既
に
第
三
項
で
述
べ
た
如
く
中
書
省
の
臣
僚
が
沈
明
仁
を
弾
劾
し
て
、

弧
二
奪
民
田
二
萬
頃
毛
．
証
二
誘
愚
俗
一
十
寓
人
。
私
賂
二
近
侍
雫
妄
受
二
名
鱒
毛
已
奉
レ
旨
追
奪
。
請
汰
二
其
徒
や
還
二
所
し
奪
民
田
、

と
い
ひ
，
仁
宗
は
有
司
の
請
を
裁
可
し
た
が
、
更
に
、
延
祁
七
年
一
月
に
は
漸
江
行
省
丞
相
黒
轤
（
赫
唯
）
は
沈
明
仁
を
疏
劾
し
て
，

白
雲
宗
僧
沈
明
仁
。
掴
度
し
僧
。
四
千
八
百
餘
人
。
獲
レ
紗
四
萬
餘
錠
。
既
己
野
伏
。
今
遣
二
其
徒
沈
崇
勝
一
潜
赴
二
京
師
電
行
し
賄
求

白
雲
宗
僧
沈
明
仁
。
捜
度
レ
僧
。
四
エ

レ
援
。
請
逮
赴
二
江
湖
幻
併
治
二
其
罪
屯

と
い
ひ
心
仁
宗
亦
こ
の
請
を
容
れ
て
ゐ
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時
代
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白
雲
宗
門
・
五
二

發
せ
ら
れ
、
沈
崇
勝
は
逮
捕
さ
れ
て
京
師
か
ら
行
省
に
途
還
さ
れ
て
師
の
沈
明
仁
と
共
に
司
直
の
裁
き
を
受
く
る
の
止
む
な
き
に
至

っ
た
。
仁
宗
本
紀
に
よ
る
と
、
之
が
延
祓
七
年
一
月
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
沈
等
の
罪
状
明
白
と
な
っ
た
の
で
．
同
年
二
月
に
江
南

白
雲
僧
の
一
大
淘
汰
が
断
行
さ
る
上
こ
と
上
な
っ
た
。
元
史
仁
宗
紀
延
祓
七
年
二
月
の
條
に
，

白
雲
宗
總
攝
沈
明
仁
爲
二
不
法
屯
坐
罪
。
詔
籍
下
江
南
胃
爲
二
白
雲
借
｛
者
上
。
爲
レ
民
。
イ

と
あ
る
の
は
此
事
を
述
べ
た
も
の
で
、
白
雲
宗
が
事
實
上
、
禁
止
さ
れ
て
仕
舞
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
白
雲
宗
の
僧
徒
が
民
田
を
占
領

し
た
り
、
、
或
は
寄
進
依
託
に
よ
っ
て
晩
税
そ
の
他
の
非
逮
を
敢
て
す
る
と
い
ふ
傾
向
は
渦
，
仁
宗
の
時
代
に
始
ま
っ
た
課
で
は
な
い

ら
し
い
ｐ
元
史
成
宗
本
紀
大
徳
七
年
の
條
を
見
る
と
、

江
南
白
雲
宗
擶
所
。
其
田
令
二
依
レ
例
輸
諺
租
。

と
あ
る
。
此
の
擁
所
と
あ
る
ぱ
總
攝
（
所
）
に
對
し
て
云
っ
た
も
の
で
，
此
の
頃
餘
杭
白
雲
庵
大
普
寧
寺
の
總
識
所
の
外
に
各
地
方
に

小
擢
林
に
相
當
す
べ
き
攝
所
が
置
か
れ
て
ゐ
た
も
の
と
見
え
る
。
而
し
て
此
の
攝
所
の
置
か
れ
た
白
雲
宗
の
寺
刹
に
は
菟
租
の
田
地

が
多
量
に
附
属
し
て
ゐ
て
、
諏
々
の
弊
害
が
伴
ふ
て
ゐ
た
も
の
と
見
え
る
。
元
史
尚
文
傳
（
巻
一
百
七
十
）
に
よ
る
と
大
徳
七
年
の
條

に
，
奏
斥
二
罷
南
方
白
雲
｛
一
語
與
紗
民
均
，
事
二
賦
役
屯
と
あ
る
か
ら
．
前
の
白
雲
宗
織
所
の
淘
汰
折
除
も
尚
文
等
の
献
言
に
基
く
も

た
も
の
と
見
え
る
。
〃

之
等
の
諸
例
に
よ
っ
て
見
ろ
と
．
白
雲
宗
徒
の
脆
税
免
役
の
議
は
猫
，
仁
宗
時
代
に
突
發
し
た
問
題
で
は
な
く
、
成
宗
以
來
の
懸

か
と
忠
は
れ
ろ
。
次
い
で
大
徳
十
年
に
は

罷
二
江
南
白
雲
宗
都
僧
録
司
。
汰
二
其
民
印
師
二
州
縣
屯

と
あ
る
か
ら
白
雲
宗
僧
徒
の
監
督
で
あ
る
都
僧
鋒
司
が
陵
せ
ら
れ
て
、
此
の
下
に
陽
す
る
道
民
を
淘
汰
し
て
そ
の
郷
貫
に
窪
還
し



案
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
從
て
仁
宗
延
祓
七
年
二
月
の
白
雲
僧
の
大
淘
汰
は
こ
れ
ら
永
年
の
懸
案
を
完
全
に
解
決
し
た
鐸
で
あ
る
が
こ

れ
と
共
傭
白
雲
宗
の
傳
這
布
教
も
朝
令
に
よ
っ
て
禁
止
せ
ら
れ
た
も
の
と
見
え
て
此
の
後
は
此
の
宗
徒
が
公
然
‐
布
教
に
從
事
し

た
記
事
を
史
上
に
見
出
さ
な
い
。
元
史
英
宗
紀
、
至
治
二
年
の
條
に
は
禁
二
民
集
レ
衆
所
仁
紳
。
と
か
、
禁
二
白
蓮
佛
事
一
な
ど
の
明
文

は
あ
る
が
、
白
雲
宗
の
禁
令
は
見
え
て
ゐ
な
い
。
か
Ｌ
れ
ぱ
此
の
宗
門
は
元
の
仁
宗
延
茄
七
年
の
禁
令
以
來
、
潜
行
的
の
策
動
は
兎

も
角
‐
衝
際
上
、
滅
亡
の
状
態
に
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ら
う
。
此
の
篇
の
努
頭
に
褐
け
た
明
律
集
解
‐
祭
祀
律
の
條
に
白
雲

宗
を
以
て
彌
勒
佛
や
白
蓮
吐
、
明
尊
教
な
ど
と
竝
畢
し
て
ゐ
る
の
は
明
初
に
白
雲
宗
が
實
際
に
流
行
し
て
ゐ
た
と
い
ふ
事
實
を
物
語

る
も
の
で
は
な
く
、
単
に
禁
座
に
値
す
る
異
端
宗
門
の
一
例
と
し
て
そ
の
名
を
列
ね
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
や
う
で
あ
る
。
、

の
宋
末
に
於
け
る
官
雲
宗
の
宗
勢
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
つ
れ
か
、
之
か
知
る
今
へ
き
材
料
が
見
當
ら
な
い
か
ら
、
此
塵
で
そ
の
形
勢
を
述
べ
る

こ
と
は
出
來
な
い
が
、
栄
の
張
孝
群
の
子
湖
菜
に
贈
白
雲
道
人
笠
が
あ
り
、
之
に
，

白
雲
髄
相
。
口
舌
澗
醗
。
南
川
霧
中
。
時
見
二
一
班
や
。
、

な
ど
歯
あ
り
、
此
の
南
山
が
果
し
て
餘
杭
の
龍
門
山
だ
と
す
る
と
．
此
の
謎
は
白
雲
宗
の
逝
人
の
一
人
悲
詠
じ
れ
も
の
と
見
ら
ろ
心
か
ら
、
當

時
の
糯
氣
旺
溢
包
る
白
雲
宗
の
布
教
の
状
勢
が
看
取
せ
ら
ろ
卜
課
で
あ
る
。

③
元
代
で
は
個
道
に
架
線
大
夫
大
司
空
だ
と
か
開
府
儀
同
三
司
だ
と
か
い
ふ
榮
位
名
爵
奄
與
え
る
風
が
盛
に
流
行
し
士
。
是
を
弊
風
と
・
し
て
憤

慨
す
ろ
も
の
多
く
、
仁
宗
の
時
、
一
時
李
孟
の
進
言
に
よ
っ
て
雁
止
さ
れ
た
が
、
泰
定
帝
の
頃
に
は
再
び
、
此
の
風
か
樵
行
し
て
、
李
嘉
喪
．

傳
朧
起
等
の
極
諫
も
全
く
無
効
に
雑
つ
士
。
之
等
の
蛉
末
に
就
い
て
．
は
、
元
史
（
巻
二
十
六
）
仁
宗
組
。
同
李
孟
傳
（
巻
一
百
七
十
五
）
。
同
泰
定

帝
組
（
経
二
十
九
）
。
・
佛
測
統
紀
（
巷
四
十
九
）
な
ど
を
参
照
せ
ら
れ
度
い
・

〔
注
解
〕

宋
元
時
代
の
白
雲
宗
門

五

五
三

P



宋
元
時
代
の
白
雲
宗
門
五
四

以
上
に
よ
っ
て
，
大
膿
．
白
雲
宗
興
亡
の
顛
末
や
、
そ
の
宗
旨
及
び
道
民
の
生
活
な
ど
の
概
要
を
叙
べ
た
が
．
最
後
に
此
の
宗
門

の
興
亡
の
原
因
に
つ
い
て
一
言
を
蟹
し
た
い
。

北
宗
か
ら
南
宋
に
か
け
て
の
時
代
は
政
治
上
に
も
一
大
混
乱
が
起
っ
た
が
思
想
や
信
仰
の
方
面
に
於
て
も
、
學
者
の
注
意
に
値
す

る
頗
る
重
大
な
時
期
で
あ
る
。

周
敦
願
や
二
程
子
が
道
學
の
種
子
を
播
い
て
過
去
一
千
有
餘
年
問
（
漢
代
以
来
）
の
孔
教
に
一
大
輔
期
を
割
し
た
事
は
餘
に
も
有
名

な
話
で
あ
る
が
、
道
教
の
方
面
に
於
て
も
林
雛
素
や
張
虚
白
の
徒
に
よ
っ
て
主
と
し
て
其
の
質
践
的
方
面
（
科
儀
な
ど
の
方
面
）
に
於

杢
デ
イ
ブ
イ
ケ
イ
シ
ヨ
ネ
オ
ク
オ
イ
ズ
み

て
多
く
の
改
修
が
加
へ
ら
れ
、
引
い
て
は
金
元
時
代
の
新
道
教
に
道
を
開
い
た
傾
向
か
充
分
に
看
取
せ
ら
れ
る
。

佛
教
方
面
に
於
て
も
そ
の
例
に
洩
れ
ず
，
唐
代
以
来
、
永
く
そ
の
全
盛
を
誇
っ
た
祁
宗
が
漸
く
腐
敗
發
酵
の
徴
を
呈
し
來
っ
て
形

式
的
の
公
案
や
空
疎
な
提
偶
な
ど
が
次
第
に
人
心
を
離
れ
て
、
現
寶
に
立
脚
し
、
資
際
生
活
と
密
接
な
る
關
係
を
有
す
る
通
俗
易
行

の
宗
門
が
一
般
祇
會
か
ら
罐
迎
せ
ら
る
上
様
に
な
っ
た
。
他
力
易
行
の
淨
土
門
が
幅
を
き
か
し
た
り
‐
摩
尼
明
尊
教
や
白
蓮
閣
梨
菜

の
や
う
な
異
端
宗
門
が
横
行
践
庖
す
ろ
や
う
に
な
つ
た
の
も
か
Ｌ
ろ
時
代
の
思
想
信
仰
上
の
空
虚
無
卯
を
滿
さ
ん
と
す
る
自
然
の
要

求
に
遁
應
し
た
も
の
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
白
雲
十
地
菜
も
亦
，
資
に
か
虫
る
時
代
の
必
要
に
應
じ
て
、
思
想
混
飢
の
世
に

生
れ
出
た
新
宗
門
の
一
で
あ
る
が
，
宗
憩
清
礎
開
創
の
時
代
に
は
大
乘
十
地
の
菩
薩
の
利
他
の
淨
業
を
本
願
理
想
と
し
て
克
己
禁
欲

の
碓
活
に
甘
ん
じ
，
民
衆
の
公
益
を
念
と
し
て
、
佛
道
専
修
に
迩
進
し
た
や
う
で
あ
る
が
、
不
幸
に
し
て
宗
姐
の
硬
後
間
も
な
く
教

團
指
導
の
大
任
に
あ
た
れ
る
此
の
宗
門
の
幹
部
總
統
の
輩
が
俗
世
間
の
物
欲
に
眩
惑
せ
ら
れ
て
，
宗
租
出
世
の
本
願
を
忘
れ
た
る
が

爲
め
に
、
開
宗
以
來
僅
に
二
世
紀
を
出
で
ず
し
て
滅
亡
の
止
む
な
き
に
立
到
っ
た
も
の
で
あ
る
。

但
・
宋
元
時
代
の
白
雲
宗
や
白
蓮
菜
の
如
き
道
俗
混
合
の
中
間
的
教
門
は
そ
の
教
儀
信
仰
が
偲
耳
に
入
り
易
く
‘
從
て
弘
通
の
範



園
も
自
然
廣
汎
に
亘
つ
た
も
の
で
あ
る
が
惜
哉
．
支
那
本
國
で
は
之
等
が
異
端
邪
宗
門
と
し
て
一
般
牡
會
の
迫
害
嘩
抑
を
蒙
っ
て
充

分
發
逵
の
機
運
発
見
ろ
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
返
す
人
、
も
残
念
な
事
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
之
等
の
異
端
宗
門
は
我
が
國
鎌
倉

室
町
時
代
の
他
力
易
行
門
や
修
験
道
の
如
き
優
婆
塞
宗
門
の
勃
興
隆
盛
に
影
響
す
る
虚
が
少
く
な
っ
た
こ
と
は
改
め
て
鼓
に
蟹
言
を

菱
す
必
要
を
認
め
な
い
で
あ
ら
う
。
（
昭
五
、
一
○
・
三
○
）

宋
元
時
代
の
白
雲
宗
門

グ
ー

五
五


